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Abstrac赱

　Recent　stud ］es 　on　information　processing　of　perceptiQn　and 　affectiQn （or　Kansei）suggest 　that　the　stages 　of

processing舌or　positive　and 　negative 　affectiOns 　would 　be　different　from　each 　other ．　On　the　olher　hand ，
　studies 　on

color 　harmony　are 　not 　necessari 「y　concerned 　with 　stages 　of　processing　in　Kanse ’，　but　just　assume 　the　bipolarlty　of

affectめn ：the　oontlnuum 　from　harmony　to　disharmony　with 　only 　one 　stage 　of　processlng，　The　present　study 　was

designed　to　test　this　bipolarity　hypothesis　of　color 　harmony　by　comparing 　the　magnltude 　of　individual　difIerence　in

estimating 　harmony　and 　disharmeny，　and 　to　infer　the　stages 　of　information　processing．

In　the　preliminary　experiment ，　participants，22　student3
，
　were 　asked 　to　produce　four℃ olor　combinations ，　following

three　categories ：harmonめus ，　neutral ，　and 　disharmonious　combinations ，　 using 　cobr 　cards 　based 　on 　P．C．C ．S．− n

the　main 　experiment ，　other 　24　students 　were 　instructed　to　make 　harmony　estimations 　using 　a　7−point　scalefor 　the

test　patterns　which 　had　been　produced　fα each 　of　the　three　categGries 　in　the 　pre籍minary 　experiment ．【t　was 　found

that　the　magnit 凵de　of　indMdual 　difference　in　harrrlony　estimation 　significantly　d而ered 　depending　on 　the 　degree　Qf

harmony ：disharmonious 　colQr 　combinations 　gave　muGh 　sma 目er　individual　di仟erences 　than　did　harmonious　color

combinations ．　This　finding　suggests 　that　cdor 　harmony 　and　color 　disharmony　are 　not　processed　h　one 　and 　the

same 　stage ，　but　in　different　stages 　of　intormation　processing．　Therefore，　we 　cannot 　suppQr 口 he 　bipolarity

hypothesis　underlying 　co ［or 　harmony 　prhcip［e．
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要　旨

　近年の 難覚
一
感性情報処理研究 によると，快 ・

不快感情は襪数の 異なる水準に て 処理され る こ とが示唆され て

いる．一・方で ，色彩調和研究においては ，それらの知見との 対応は検討されてお らず ，調和 と 不調和 と が 1つ の 原

理によ っ て 判断され るとい う調和 ・不調稱原理の両極性が仮定され て い る．太研究は調和感評定におけ
．
る個人差

鑾を調和と不調和で比較し，この両極性の仮定を検証する こ とを目的とする，

　予備実験で は ，22 名の学生に調和度 （講鵜
・中閤調和 ・

不調和）捌 蕣i作した4色配色をP℃ ．C．S準 拠の カラ
ー ・

カ
ー

ドを組み合わせて制作させた ，本実験で は 、予備実験で 制作され た配色に つ い て ，別の学生24名が調和感評

定を 7段階評定で行 っ た ．その結果 ，調 和感評定 における個人差量は調和度によ っ て 異な っ た 、とくに ，不調不唖己

色は調和配色よ りも評定の個人 差量 が小 さ か っ た ，こ れ は配顱 の 調和
・
不調和が複数の感性情報処理水 準によ っ

て 判断され て いる こ とを示唆する b の であ り，調和 ・
不調和原理の両 極性の仮定を支持しない．

キーワード；色彩調和，不調和．調稽 ・不調和原理の両極性 ，魑人差
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1．は じ め に

　近年の知覚 一感性情報処理研究によると ，快刺

激 ・
不快刺激へ の 感情的反応 （快 ・不快や美

・
醜 ）は

必ず しも単
一

のメ 力 ニ ズム によっ て 喚起される もの

で は な い こ と が 指 摘 さ れ て い る ，た と え ば ，

Kawabata ＆ ZeklB は fMRI（funct［onaL　Magnet ［o

Resonance　Imaging）を用 い た神経生理学的研究か ら，

美 しい と判 断 された 絵画 （paintings　class ［fied　as

beautiful）と汚 い と判 断さ れ た 絵画 （palntings

classified 　as　ugly ）で は ，知覚時の脳内の活性部位が

異なる ことを明 らか に した ．心 瑾学的測定法を用 い

た研究では．箱田 ら
2剛

は ，味覚の 表
．1肓表出とその視

覚的認知 にお い て ．甘昧などの快刺激よ D も苦味と

い う不快刺激に対す る反応の方が 明瞭で ある こ とを

示 し，両 者 は 異 な る 判断 メ 力 ニ ズ ム に依存 して い る

こ とを示唆 した ，こ のよ うな不快 朿1」激に対す る反応

の 明瞭性は 1 音声知覚にお ける発話者の 感情判断に

お い て も認め られる
”／1

，また ，配色の感情効果 を扱 っ

た近年の研究にお い て も，配色の快 ・不快や美的評

価 に強 く関係する評 価因子 は ，力量性因子 （軽明性因

子 と 鋭さ 因子 に分かれ る 場合もある
5 ）eb

や活動性 因

子とい っ た他の 感情効果と比較して ，相対的に単色 の

心理学的属性値や感情効果 か らの線形予淇1」の 精度が

低 い こ とが報告 され て い る
5：）E’）7 ／E ）

．こ れ は ，配色の

快 ・不快や美的評価を単
一

の要因によ り解釈する 試

みが 必ず しも適切 で な い こ と を示 唆す る も の で あ る ，

以上 の知見が ら，表情 ，音声 ，配 色と い っ た 、そ れ

ぞれ 同
一

の知覚特徴内の 刺激にお い て も 、快 ・不快．

ある い は美
・
醜 と判断 さ れる判断 基 準

・
要 因 は ］つ で

はな く．複数存在する こ とが推察される，

　 一方で ．こ れま で の 色彩調和研究におい て は ，調

和 ・
不調和の 判断に つ い て こ の よ うな複数の 判断メ

力 ニ ズム は想定されておらず ，単一
の原理をも っ てあ

ら ゆる 配色の 調和と不調和を説明 しよ うとする ，調

和 ・
不 調和原理 の 両極性が仮定さ れた研究が多 い

とくに色彩調 和 の 実 験的研 究 においては ，配色 の調

和感を 配色に含ま れ る 単色 の 特性 （物理 的特性 ，心理

学的属性 ，感情効果 など）からの 線形関数に よ っ て 定

量化 ・公式化する試 みがなされてぎた （e．g．，Moon ＆

SpenGer9〕

；Granger1
ロ〕

；Hogg1D ），こ れ らの 研究は ，

線形式で表現 される ような単一
の評 価基 準をも っ て

あ らゆる配色 の調 和 ・不調和 を包括 しよう と する ア

プローチで あ り，調和感評価にお い て 複数の評価メ

力 ニ ズムの 想定を必要 としない ，このような調和 ・

匚 一

　 不調和原理の 両極性の 仮定の背 景 には ，古典 的色彩

　 調和研究が秩序性
・
法則性を志向する当時の 自然観

　 に因 っ て いたこ と
12

の 影響が 考え られる ，これ まで ，

　 色 彩調和 における調和原琿 ・不調和原王里の両極性の

　 仮定 につ い て ，実験的な妥当性の検証 は行われ て い

　 ない ．同様に ，快
・
不 快や美 ・醜の 判断に つ い て複

　 数の判断メ力 ニ ズムの 存在を推定 する近年の知覚
一

　 感性情 報処 理研究の知 見 と の 対応も検討され て い な

　 い ，

　　 そ こで本研究は ，調 和原理 ・不調和原理の両 極性

　 の 妥当性につ いて ，とくに調和感評 定にお ける個人

　 差 量 と い う観点か ら検討を試みる ．個 人 差量 とは ，

　 反応 におい て個人 差が介在する度合い を指すもの で

　 ある　一般に ，色彩調和における個人差 と い う と そ

　 の 質的側面 が着目さ れる こ とが多い ．しか し，本研

　 究に お い て は個人差の 質
・
内容 に言及 せず ，反応に

　 お い て 個人 差が大き いか小さ い か と い っ た量的側面

　 に の み 着目す る ため ，便宜上 ，個人差量と い う用語

　 を 用いて区別 した ．色の 心理学的属性や感情効 果を

　 操作変数とする色彩調和研究 に お い て は ．各配 色 の

　 平均評 定点を分析に用い る こ とが多く
13 ）

，分 散な ど

　 評 定に おける個人差量が注 目され る こ とは少 な い ．

　
一

方 で ，知覚
一

感性 情報処理 研 究に お い て は ，個人

　 差量を も っ で 処理水 準の差異 を検討する とい う研究

　 方法がアプローチの 1つ として 用い られて いる ，たと

　 え ［ま，箱 田
・白水 ・中iE

’ゴ
は ， 味覚の表情表 出およ

　 びその 認知を検討し．甘味 ． 酸味，辛味，苦味と い

　 っ た味覚の種類によ っ て表情表出の 明瞭性や表情認

　 知 の 個 人差量が異 なる こ とを明らか に した 　と くに ，

　 不
II

央朿1」激で あ る苦味の判断は個人差 が小 さ い と い う，

　 箱 田 ら
3〕

は こ の 結果 に つ い て ，不 快刺激 の 回避は生存

　 に必要なスキルであ っ て，個人差の 小さ い よ D 低次な

　 メ 力ニ ズム に由来するため である と述 べ て いる ．こ

　 のよ うに，評価に お け る 個人差 と い う認知 的要因の

　 介在量 を快朿1」激 と不快刺激で比較する こ とで ，両者

　 の処理水準の 異同 を推測する こ とが可能 であ る と考

　 え られる、

　　 本研究は ，こ の方法論 を色彩調 和に適用 し，調和

　 感評定における個人差量を配色 の調和度 によ っ て 比

　 較 した ．調和度とは配色の 調和感 の 程度で あ り，調

　 和．中間調和 ．不調和 の 3水 準を設定 した ．調和配色

　　を
‘
色 の 組 み合わ せが美 しい と感 じる配色

’
と ．中間

　 調和配色を
：
色 の組み合わせが美しい とも汚いとも い

　　えないような ，美 しさが中程度 と感 じる配th
”
と ．そ

3 ［　　　　
．
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して不調和配 色を
’
色 の組み合わ せ が汚い と感 じる 配

色
”
とそれぞれ定義 した ，そ こで ，本研究において は、

調和配色が快刺激に ，不調和配色が不快刺激にそれ

ぞれ相当する ものと考えられる．

　本研究は調和度を操作 した配色 （予備実験 ；2．4参照）

に つ いて調稲感評 定課題を行い ，調和度と調和感評

定における個人差 量との関係を検討 した ．そ の結果

に基づいて ，調和原理 ・
不 調和原理の 両極性の 仮定

につ いての妥当性を議論する．

2．方法

2．1．実験計画

　配色の調和度を要因 とする実験参加者内
一

要因計

画で あ っ た ．調和度は ，調和，中間調和 ，不調和の 3

水準であ っ た ，

2．2．実験参加者

　正常 三 色型色覚を有 す る 非美術専攻の 大学生
・
大

学院生 24 名 （男性 11名 ・
女 性 13 名 ，平均 23 ．08 歳

［SD ＝1．47 ］）の データ を使用 した ．色覚の確認 は ，

本研究におい て色覚検査を行う必要性を説明 し，同

意を得 られた実験参繍者 につ いて ，石 原式綜合色盲

検査表に よる検査を実施 した ．ま た ，美術の専攻
・

非専攻につ い ては ，実験で 使用 した回答用紙の フ ェ

イス シ
ー

トにお いて 、現 在の専 攻名の記入 、および

1こ れま で に 美術 やデザイ ン に関するお仕事 ・勉強を

された経験があ りま すか」とい う質問項 目に つ いて

「はい」か 「い いえ」の 2件法で回答させた もの か ら判

断を行 っ た ．なお 、実験の 性質上 ，予備実験 （配色の

制作）に参加 した実験参加者は本実験 （配色 の 評価）

には参加 しないように した，

2．3．実験環境

　実験室 の 照明には北窓昼光 を用 いた ．実験を行 っ

た机上 の 照度は ，おおむね 700 か ら 曜6001xであ っ

た 、な お 、曇天 時 など北 窓昼光の み で は照 度 が

700ix に満 たな い場合 には昼 光色蛍光灯を 併用 し，

照度が 7001x以上になる ように した ．実験は 2004

年 2月の 11時から 16 時の間に実施した ．

2 ，4 ，実験材料 （予備実験）

　以 下の予備実験 によ り制作 さ れ た調和配 色 、中 間

調和配色 1 不調和配色各20 種 ず つ ，計60 種を本実

験で使思する刺激と した．鵞配色は中灰色 の背景紙

「
一 一一 一 …一 　一一“

　 　 ＿

一

ニコ 4

（Gy −6 ．o の 無光沢タ ン ト紙，　 A4 横置き）の中央に配置

された、

課題 　力 ラ
ー ・

カ
ー

ドを組 み合わ せ て ，調和度を操

作 した配色 （調和配色 、中問調祁配 色 ，不調和配色）

を制作する課題 であ っ た．力う 一 ・カ ー ドには Eヨ本

色研新配色カ
ー

ド199 （Lot　No 　 O9910 ）を使用 した ．

色は，赤 （2R ），黄 （8Y ），緑 （12G ），青 （18B）の 4

色相 につ いて ，paie，　 grayish，　 dark　grayish ，11ght，

dvN，　 dark，　 bright．　vivid ，　 deepの 9 トーン をそれぞ

れ組 み合 わせた 36 種の有彩色と ，臼 （W ）中灰 （Gy −

5 ．0），黒 （Bk）の計 39 色を採用 した ．各色に つ いて ，

配色カ
ー

ドを 2cm 四方に 裁断 し た も の を実験材料と

した 、なお ，実験用の机は申灰色 （Gy−6、O ，無光沢〉

の背景紙で覆 っ た．実験参加者は これら39 色 の カラ

ー ・カ
ー

ドか ら任意に4 色を選び，図 1の ような4 色

配色を制作 した．調和配色 、中問調和配色 ，不 調和

配色の制作順序は実験参加者 ことに ランダムで あ っ

た 、1つ の配色にお いて 、同…
の色を2枚以上使用し

な い こ と、および ，配色はカ ラ
ー ・

カ
ー

ドを密 に並

べ て つ く り ，色と色 の 間 に 背景色 が出来 るか ぎり見

えないようにする ことを教示 した．

実験参加者　正常三色 型色覚を有する非美術 専攻の

大学生
・大学院生 20 名 （男性 10 名 ・女性 IO名，平

均 2280 歳 ［SD ． O．89 ］）の i
’i一夕を使用した　色覚

お よび美術専攻 ・非 專攻の確認方 法 は本実験 と同 じ

で ある （2．2参照）．

結果　制作された配色の P、C．C．S．記号を表 1に示す．

2 ．5t 手続き

　個人実験であ っ た ，実験参力口者は呈示 された配色

に つ い て ．そ の 調和感 を 7段階 0 ：「非常に汚 い」〜

7 ：「非常に美 しい」）で 評定 した ，配色の呈示順序は

実験参加 蓄ことにランダムであ っ た ．

A B

C D

図 1　 制作させた4 色配色の形態

　 　 図中 の ア ル フ ァ ベ ッ ト「ま表 1のP．C．C．S、記号 の配 置位置 に

　 　 対応 さぜ るため に便竄的に書ぎ加えたもの で あ る．

一＿ ＝ 二二二］
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色 彩学会誌　　VOLUME 　30　NUMBER 　1　2006

．tt
■

　 　 　 一一．」

表 1　 制作さ れ た配色 の P，C，C．S．記号

　　 IDの 1か ら20 まで が調和配色．21 か ら40 まで が中 間調

　　 和配色，41 か ら60 まで が不調 和配色 と して制 作さ れた

　　 配 色で ある．表 の A ，B ，　 C ．　 D は 図 1の 配 置 位置 に そ れ

　 　 ぞ れ 対応 す る ．

　 　 ID
　 　 1

　 　 2
　 　 3
　 　 4
　 　 5
　 　 6

調　7
　 　 8
　 　 9
和
　 　 10
　 　 11
配
　 　 12
　 　 13
色　14
　 　 15
　 　 16
　 　 17
　 　 18
　 　 19
　 　 20

A 　 　 　 　 B　 　 　 　 C 　　 　 　 D

pB　　　　　p2　　　　p18 　　　　p12

b12　　　　＞12　　　　dp12 　　　　pl2

W p18d18Gy5 ．O
lt18　　　　p8 　　　　p12 　　　　【tl　2

p2 　 W dk2 1t2

p18 W v181t18

d2　　　　　1t2　　　　　b2　　　　 dk2
b2 　　　　　1t2　　　　　p2　　　　　d2
1tl8　　　　pl2 　　　　1t12　　　　p8

1t8　　　　　v8 　　　　　b8　　　　　P8

1t18　　　　1t12　　　　bl2　　　　1t8

p2 　　　　p12 　　　　p8 　　　　 p18

p12 　　　 1t12　　　 v12 　　　 b12
dp18　　　 b18　　　　1tl　8　　　　p18

W ltl8　 dk18 　 v8

dk2　　　　　d2　　　　　92　　　　　dp2
p12 　 p8 1t18　 W
Itl8　　　 1tl2　　　　1t2　　　　1t8
b181t18 W v18

p12 　　　　gl2 　　　　98 　　　　dkg8

p2 　　　　dk2　　　　118　　　　d18

912 　　　　 918 　　　　d18　　　　dkg8

dk8　　　　 v8 　　　　　p8 　　　　 gl2

d2　　　　1t18　　　　b12　　　　dk8
p18 　　　　p2 　　　　dp2　　　　dp18
1t8　　　　 1tl2　　　　d12　　　　d8

dpl2　　　　b8　　　　　v8 　　　　b12

1t12　　　　d18　　　　918 　　　　p18
d8 　　　　　p8　　　　　1tl8　　　　dkg2
d8　　　　　1t8　　　　　v18 　　　　1t18
v8 　　　　dk12　　　　d2　　　　　p18
v18 　　　　p18 　　　　p8 　　　　d12
d12 　　　 vl8 　　　 918 　　　 itl2
Ft18　　　d18 　　　 1tl2　　　 d12

98 　　　　　b8　　　　　92　　　　　1t2
vl2 　　　dk12 　　　v18 　　　dk18
di2 　　　　d2　　　　92 　　　　dp8
v2 Bk W v18

1tlB　　　　　v2 　　　　　　1t2　　　　　v18

W b12 1t8 v8

3 ，結果

3．1，予備実験 で制作さ れ た 配色 の 調和度の妥当性

　各配色 の平均 調和 感評 定点を表2 に示す ．また ，

調和度ことの平均調和感評定点を 図2に示す．調和度

を独立変数とし，各配色 の平均調和感評定点 を従属

変数とする分散分析を行 っ た ，その結果 ，調 和度に

よる配色の平均調 和感評定点へ の有意な効果がみ ら

れた （F （2 ，118 ）＝11340 ，p ＜ ．Ol ），　Tukey 法に

よる 多重比 較による と，平均調和感 評定点 は ， 調

和〉中間調和〉不調和の順に高い値であ っ た （MSe 二

〇．34 ，50／o 水準），

　 　 21
　 　 22
　 　 23
　 　 24
中　25

　 　 26

間　27
　 　 28
　 　 29
調
　 　 30
　 　 31
和
　 　 32
　 　 33
配 　34
　 　 35
色 　36

　 　 37
　 　 38
　 　 39
　 　 40

3，2，調和度と調和感評定の個人差量 との関係

　本実験 では， 各配色の 調和感評定 にお ける個人差

量を表す指標として評定の分散を算出した．分散は分

布の正規性が保証されない ため ，メデ ィ ア ン 検定 に よ

っ て 調和度 と分散の大ぎさとの関係を検討した ，まず

調和度こ とに分散の 中央値と レンジを算出 した （表3），

分散の総中央値は 1．63 で あ っ た ，調和度こ とに ，総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 fi

中央値未満 ・以上の分散の度数を集計 し，ズ 検定を

行 っ た ．その結果 ，度数の偏りは有意であ っ た （x2

（2）＝11 ．20 ，ρ く ．01 ），条件こ との X2 検定におけ

る残差を表 4に示す．残差分析を行 っ たと こ ろ ，不調

相配 色は分散が 小さく （ρ ■ ．01 ）1 調 和配色 は 分 散が

大きか っ た （ρ く ．05 ）．

　 　 41

　 　 42
　 　 43
　 　 44
　 　 45

不　46
　 　 47

調　48
　 　 49
　 　 50
和
　 　 51
　 　 52
配
　 　 53
　 　 54
色　55
　 　 56
　 　 57
　 　 58
　 　 59
　 　 60

v81t2dkg12dkg2dk292d8v2Bk918918v8dkg121t2P12Bkdkg12

　P8
＞12d12

dp12dkg12dp8v2v21t12v2v12v2dk8dp2BkIt8b8b18dp121t8P12b12

［t12

92dp8it12Gy5

．Olt12Bkdkg18v18d2dk2v8dk2b292

　 Wv8P2v2b2V2

論
蟹
・

泣
・

幡

・

纏
漏
肥

謹

軅
麗

4．考察

　以 上 の 結果 よ り，不調和配色へ の 調和感評定 にお

い て は個人差 量 が少 な い こ とが示 され た ．こ こ で ，

個 人差量 と は 反応 に お い て 個人 差が介在 した度合い

で あ り，本研 究で は評定値の 分散をその指標 とした ．

制作された配色 の調和度の妥当性が高い こ とか らも

（3 ，1参照），不調和と して 制作された配色には多くの

実験参加者が一
貫 して調和感が低い と評定 した こと

が示唆される ．反対に、調和 と して制作さ れ た配色は

評定 にお い て個人差が大ぎ く、調和感 が高い と評価

する者が多い
一

方 で ，調 和感が中程度，ある い は低

いと評価する者も少なくなか っ た ことがわ か る ．

　個 人差量の差異 は ，調和感 とい う感 情的反 応にお

いて認知的要因 が介在する 程度の違いを反映するも

の と 考え られる ．判断 にお いて個人差の小さ い も の

は ．個人の心理学的特性や経験な ど認知 的要因の影

響を受けに くいものであり，より低次な水準における

処理 の 影響が大 き い こ とが推測 される ，反対に，判

一
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袤2　各配色の平均調和感評湿点

　　 ID［ま表 1の「O に それぞれ対応して おD 、　 iDの 1か ら20 までが調和配邑、21 から40 蒙でが中闘諷穆配色，41 から6〔｝までが不

　 　 調 和配 色で あ る　 表 中の M は 平 均調 和感 評 鷲 点 を　 SD は標 準偏 差を表す ．

ID 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

〃

鈔

D

〃

鈔

調
和

配

色

5，60　　　4．96　　　5，36　　　5，32　　　5．92　　　6．00　　　5．24　　　5．84　　　5．32　　　4．40
1．44　　　1．62　　　｛．60　　　1．i1　　　1．22　　　1．29　　　t36　　　α94　　　1．28　　　2．04

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

5．20　　　5，32　　　5．36　　　4．80　　　5．00　　　5．04　　　5．44　　　5．48　　　5．48　　　4．48
1．35　　　1．35　　　1，22　　　1．66　　　1．80　　　1．27　　　1．39　　　1．58　　　1．23　　　1．53

　 　 　 ID
中

間　　”

調　　SD

和　　ID

蟹 M

　 　 　 SD

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

3．88　　　4、56　　　4．08　　　2．72　　　4．20　　　3．76　　　4．88　　　4．48　　　3．64　　　3．32

1．36　　　1．26　　　1．41　　　1．37　　　1．4フ　　　1．Ol　　　1．56　　　1．08　　　1．5｛〕　　　1．38

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

2．32　　　3．96　　　348 　　　4，72　　　3．84　　　4、68　　　4．40　　　3，72　　　2．72　　　4、44

0．95　　　1．31　　　1，16　　　1．06　　　1．31　　　1．03　　　1．50　　　1．70　　　1．31　　　1コ9

ID 4142 43 44 45 46 47 48 49 50
不

調

和

配

色

〃

”

2．76　　　1．84　　　2．36　　　2．00　　　2．60　　　2、36　　　2、56　　　4．00　　　3．24　　　2．80

1．16　　　0．99　　　0、86　　　0．65　　　1．04　　　086 　　　1．33　　　1，73　　　1．33　　　1．00

ID 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

〃

鈔

2．60　　 2．20　　　1．76　　 3．00　　 3．40　　　1．aO　　 2．32　　　2．20　　 2．28　　　1．84

1．22　　　廴00　　　0．97　　　1．00　　　1．38　　　0．82　　　1．22　　　0．96　　　重．17　　　0．90

7

平
6

靄・

袈・

鑿，

点
2

1

表3　調和度こ と の分散の 中央煩およ び レ ン ジ

調和 中間調和 不調和

度数

中央値

レン ジ

　 2G　 　 　 　 　 20

　 1．85　　　　　　　1．72

1．49−2．62　　　1．13−2．24

　 2◎

　 1．000

．74− 1、77

調和

※レン ジの 幅はそれぞれフO％ を採用 した

中間調 和

國2　調和度 こ との平均調和感評定点

　 　 棒 グラ フの髭 は標準偏差を 表す，

不 調和

＊

ρ 〈．05

表4 　調和度こ と の 総中央値未満 ・以 上 の 分散 の 度数 と

　　 x2 検定における残差

調和　　中間調和　 不調和

〈1．63

残差

≧ 1．63

残差

6（io）
−2，19＊

14（10）
2A9 ＊

8（10）
1．10

12（10）

1」0

t6（10）
3．29＊ ＊

4（10）
−3．29＊＊

カッ ：コ内は期待度数．＊
ρ 〈．05，＊＊ ρ く．Ol

断にお い て 個人差が大 ぎい も の は ，個人の認知的要

因が反 映され やす い も の であ り，よ り複雑な ，高次

の水準 におけ る処理の 影響が大きい ことが推察され

る．LeDoux14，
によると ，刺激の 知覚か ら感情的反応

まで の情報処理経路は 2種類存在し，トッ プダウ ン的

な評価 を含む認知 的処 理過程 を介する経路と，そ れ

を介さな い よ り低次で 速い 感情的処理を行う経路が

Lτ二＿
…

三 ！ ：二 1
　 』

二 ］ 5

ある という．このように，認知的要因が愈在する程度

の 差異に よ っ て ．複数の 処理メ力ニ ズ ム を想定する こ

とが可 能で ある ．調租度に よ っ て評 定の 個人差量が

異な っ た という結果は ，配色の調 和感評定 において

も複数の 処理 ・判断基準が存在 した こ とを示 唆する ．

とくに ，不 調和配色とい う不快朿1」激 へ の評定にお い

て 個人差璽が少な か っ た こ とも，先 行研究の 傾向と

一
．
「
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一
致する

2〕3）4〕
．Kawabata ＆ Zeki1

）
では ，汚 い と 判断

された絵画を知覚 した場合に両側の体性感覚
一

運動

野 が よ り活性 化 され る こ とが見 出され た 　体性感

覚 一運動野 は恐 れを喚起させ るよ うな刺激や怒 りの

表 情を知覚 した場合 にも活性化するため ，不 快刺激

の 知覚情報処理に は回避準備の メ力 ニ ズム が関与 し

て い る可能性もある
15 ：

．快感情と 不 快感1青と で は 生

活体に及 ぼす機能や役割が異なる こともあ り
噛 17 ） 18 ｝

19 ｝
，快 と不快，美と醜など評価性の判断は単一

の判

断基準で はな く複数のメ力 ニ ズムの 相互作用によ っ

て なされる こ とが推察される ，本研究より、配色の調

和 と不調 和の判断 に つ いても ，単一
ではな く複数の

要 因 が関与 し て い る こ とが 示唆され た ，こ れ は調和

と不調 和の両 者が同
一

の 判断基準によ る と い う調

和 ・不調和原理 の 両極性の仮定に対する 1つ の反証と

なる も の と考えられる ，

　ただ し，本研究 のよ うに行動指標 を用い る知 覚一

感性情報処理研究は，脳の質的側面を規定するメ力

ニ ズム を間接的に推測す るもの である ，そ の ため，

単
一

の指標の み で な く，複数の指標を用い て 多角的

に検証を行 う必要 がある ．本研 究は ，配色の 調 和感

評定における個人差量を指標として，配色の調和や不

調和の判断に介在する情報処理 水準の非単
一

性を検

討した ．今後は 「たとえば，LeDoux の モ デル
14 ，

で は

低次処理 の高速性 にも言及 されて い るため ，調和感

評価における反応時聞を調和度で 比較する とい う方

法も考え られる ．また ，本研究で は非美術専門の学

生 に配色 制作 を行わせた が ，制作 された配 色の調和

度はお おむね妥当な もの で あ っ た といえる 。一
方で 、

配色が調和 ・不調和原理の 両極性に依拠したも の で

あ る ことを保証す る意味で ，今後 、美術やデザイン

の 専 門家が制作 した 配色 を刺激 とする こ とも有効 で

あろう．

　 従来 ，色彩調和 は個人 差が大き いといわれ てきた

が
2 °）

，本研究 よ り不 調和配色 へ の 調和感 評定は相 対

的に個人差が小さ い こ とが示唆された ，こ れは ，今

後 と くに不調和を規定 する要因 を明 らか にする こ と

で ，よ D 信頼性の高い不調和回避 の知見 を得る こ と

にもつ ながるであろう．
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